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先
日
、
「
『
第
４
次
産
業
革
命
』
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
＆
交
流
会
＠
渋
谷
―

ニ
ッ
ポ
ン
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
ど
こ
に
い
く
の

か
―
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
き
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
に
ロ
ボ
ッ
ト
革

命
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
協
議
会
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
統
括
の
水
上
潔

氏
、
シ
ー
メ
ン
ス
の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
プ
ロ
セ
ス

＆
ド
ラ
イ
ブ
事
業
本
部
ビ
ジ
ネ
ス
エ
ク
セ
レ
ン
ス
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
神
澤
太
郎
氏
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン
　
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
ク
ラ
ウ
ド
事
業
統
括
本
部
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ｔ
Ｒ
４

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
村
田
聡
一
郎
氏
を
迎
え
、
11
月
29
日
か

ら
の
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
フ
ェ
ア
２
０
１
７
／
計
測

展
２
０
１
７
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
に
先
駆
け
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

第
４
次
産
業
革
命
を
語
ろ
う
と
い
う
趣
旨
の
会
だ
▼
参
加

し
た
の
は
、
第
４
次
産
業
革
命
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
約

30
人
。
制
御
機
器
メ
ー
カ
ー
の
営
業
マ
ン
か
ら
大
学
の
研

究
者
、
Ｉ
Ｔ
系
の
技
術
者
、
学
生
な
ど
、
第
４
次
産
業
革

命
へ
の
関
わ
り
方
や
興
味
分
野
も
異
な
る
30
人
が
集
ま

り
、
し
か
も
ち
ょ
っ
と
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
っ
た
も
の
だ
か

ら
議
論
が
あ
ち
こ
ち
に
飛
ん
だ
。
と
は
言
え
、
得
た
も
の

も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
革
命
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
と
の
違
い
、
外
資
系
企
業
の
本

音
な
ど
、
普
段
は
聞
け
な
い
話
が
飛
び
出
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
▼
な
か
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
日
本
の

製
造
業
は
井
の
中
の
蛙
で
は
？
と
い
う
意
見
。
海
外
企
業

は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
積
極
的
に
使
い
、

安
く
早
く
も
の
を
作
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
の
に
対
し
、

日
本
企
業
は
自
社
開
発
で
時
間
と
費
用
を
か
け
て
作
り
、

そ
れ
を
競
争
力
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
節
が
あ
る
と
の
こ

と
。
生
産
性
向
上
を
叫
び
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
構
造
か
ら

し
て
ム
ダ
が
多
い
と
い
う
指
摘
は
新
鮮
だ
っ
た
。
製
造
業

の
人
間
同
士
の
議
論
で
は
な
か
な
か
出
な
い
話
で
、
多
種

多
様
な
人
が
い
る
オ
ー
プ
ン
な
場
の
威
力
を
感
じ
た
。
時

代
を
変
え
る
の
は
、
よ
そ
者
、
若
者
、
馬
鹿
者
と
よ
く
言

わ
れ
る
。
ま
さ
に
こ
の
場
は
そ
う
し
た
人
た
ち
の
集
ま
り

だ
っ
た
。
日
本
の
製
造
業
は
閉
鎖
的
で
、
凝
り
固
ま
っ
て

い
る
。
第
４
次
産
業
革
命
で
時
代
が
変
わ
る
今
、
も
っ
と

よ
そ
者
、
若
者
、
馬
鹿
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
も
い
い

は
ず
だ
。

補
正
予
算
に
よ
る
経
済
政
策

や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

投
資
も
見
込
ん
で
い
る
。
輸

出
は
昨
年
か
ら
の
世
界
経
済

回
復
傾
向
で
、
ア
ジ
ア
で
の

電
子
部
品
や
自
動
車
部
品
需

要
な
ど
の
増
加
、
米
国
の
新

政
権
政
策
へ
の
期
待
、
円
安

傾
向
な
ど
を
加
味
し
て
、
上

期
に
１
０
４
・
４
％
と
高
め

に
予
測
し
て
い
る
。

　
製
品
別
で
は
、
操
作
用
ス

イ
ッ
チ
が
１
０
５
・
１
％
と

最
も
高
く
、
続
い
て
制
御
用

リ
レ
ー
１
０
３
・
４
％
、
Ｐ

Ｌ
Ｃ
・
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
１
０

１
・
５
％
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

　
な
お
、
16
年
度
の
出
荷
見

込
み
は
前
年
度
比
１
０
２
・

４
％
の
６
５
９
７
億
円
で
、

年
度
当
初
見
通
し
額
６
６
３

０
億
円
に
対
し
、
33
億
円
足

り
な
か
っ
た
。
制
御
用
リ
レ

ー
を
除
く
、
全
製
品
が
前
年

を
上
回
り
、
制
御
用
専
用
機

器
が
１
０
５
・
５
％
と
最
も

伸
び
た
。

　
一
方
、
日
本
電
機
工
業
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
の
重
電
機
器

の
17
年
度
国
内
生
産
見
込
み

は
、
前
年
度
比
１
０
６
・
４

％
の
３
兆
７
８
４
５
億
円
と

３
年
連
続
増
加
し
、
過
去
最

高
で
あ
っ
た
14
年
度
の
３
兆

８
１
５
８
億
円
に
肉
薄
す

る
。
発
電
用
原
動
機
の
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
が
国
内
電
力
向
け

に
大
幅
に
増
加
し
、
１
２
６

・
６
％
の
６
１
２
８
億
円
と

伸
長
す
る
ほ
か
、
回
転
電
気

機
械
１
０
３
・
１
％
の
９
５

７
２
億
円
、
静
止
電
気
機
械

器
具
１
０
２
・
５
％
の
７
６

５
７
億
円
、
開
閉
制
御
装
置

１
０
３
・
７
％
の
１
兆
４
４

８
９
億
円
と
な
る
。

　
ま
た
、
回
転
電
気
機
械
の

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が
１
０
６
・

５
％
、
開
閉
制
御
装
置
の
Ｐ

Ｌ
Ｃ
（
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
）１
０
３
・
７
％

な
ど
も
高
い
伸
び
と
な
る
。

　
16
年
度
の
生
産
実
績
見
込

み
は
、前
年
度
比
１
０
２
・
３

％
の
３
兆
５
５
６
４
億
円
。

　
昨
年
秋
以
降
、
中
国
を
中

心
と
し
た
ア
ジ
ア
で
設
備
投

資
の
持
ち
直
し
の
動
き
が
見

ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
が
１
０
２
・
９
％

と
回
復
。
閉
鎖
型
配
電
装
置

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
大
都

市
再
開
発
の
動
き
で
増
加

し
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
も
生
産
設
備
投

資
の
活
発
化
な
ど
で
１
１
１

・
９
％
と
２
桁
の
伸
長
を
見

せ
て
い
る
。

数
量
や
加
工
条
件
な
ど
の
重

要
情
報
を
隠
し
た
ま
ま
、
企

業
間
で
セ
キ
ュ
ア
に
生
産
設

備
を
融
通
し
合
え
る
技
術
を

開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
こ

れ
ま
で
製
造
業
で
は
、
ピ
ー

ク
需
要
に
合
わ
せ
て
各
企
業

が
自
前
で
生
産
設
備
を
確
保

す
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
現

在
は
設
備
稼
働
率
や
Ｒ
Ｏ
Ａ

の
低
下
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
が
、
今
回
の
技
術
開
発
に

よ
り
、
そ
れ
を
一
変
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て

話
題
と
な
っ
た
。

　
ま
た
デ
ン
ソ
ー
は
、
同
社

が
目
指
す
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
Ｉ

ｏ
Ｔ
の
姿
を
展
示
。
最
新
の

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
で
設
備
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
わ
ず
か
な
変
化

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

フ
ァ
ク

ト
リ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
Ｐ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

化
を
受
け
て
急
拡
大
す
る
製

造
実
行
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｅ

Ｓ
）
に
対
し
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
販
売
、
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー

の
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
　
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
（
横
浜
市
中
区
、
栗
田

巧
社
長
、
Ｄ
Ｃ
Ｓ
）
を
子
会

社
化
す
る
。

　
Ｄ
Ｃ
Ｓ
は
自
社
開
発
Ｍ
Ｅ

　
安
川
電
機
は
４
月
21
日

で
、
電
力
お
よ
び
産
業
用
電

気
機
械
器
具
の
開
発
、
製
造

な
ら
び
に
販
売
を
行
う
配
電

機
器
事
業
を
、
簡
易
新
設
分

割
し
て
新
設
す
る
「
配
電
機

器
カ
ン
パ
ニ
ー
」
（
福
岡
県

行
橋
市
、
古
田
卓
取
締
役
社

長
、
資
本
金
１
０
０
０
万

円
、
従
業
員
数
20
人
）
に
承

継
す
る
と
と
も
に
、
同
日
付

で
テ
ィ
ケ
イ
デ
ィ
（
横
浜
市

港
北
区
、
片
岡
富
士
男
代
表

取
締
役
）
に
、
「
配
電
機
器

カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
株
式
１
０

０
％
を
譲
渡
す
る
。

　
中
期
経
営
計
画
の
推
進
に

お
け
る
構
造
改
革
の
一
環
と

し
て
、
配
電
機
器
事
業
の
効

率
化
が
狙
い
。

Ｓ
や
生
産
管
理
ソ
フ
ト
を
、

日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
地
域

の
製
造
業
顧
客
へ
広
く
導
入

し
成
長
し
て
き
た
。
今
後
両

社
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
分
野
で
、
特

に
新
規
導
入
す
る
業
界
を
中

心
に
、
製
造
フ
ロ
ア
提
案
型

ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
て
い

く
。

　
Ｄ
Ｃ
Ｓ
は
子
会
社
化
後
、

「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｆ
Ｓ
イ
ン

テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

ズ
」
に
社
名
を
変
更
す
る
予

定
。 

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
産
業
機
械
用

の
ダ
イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
モ

ー
タ
や
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
な
ど

の
Ｆ
Ａ
駆
動
機
器
メ
ー
カ

ー
、
日
機
電
装
（
川
崎
市
、

川
村
茂
代
表
取
締
役
社
長
、

資
本
金
１
億
円
）
の
株
式
の

97
・
52
％
を
２
０
１
７
年
４

月
３
日
に
取
得
し
、
事
業
統

合
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
両

社
を
合
わ
せ
る
と
産
業
機
械

用
ダ
イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
モ

ー
タ
分
野
で
、
国
内
の
み
な

ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お

い
て
も
高
い
シ
ェ
ア
を
有
す

　
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
バ
ー
で

開
催
さ
れ
た
世
界
最
大
級
の

Ｉ
Ｔ
関
連
見
本
市
「
Ｃ
ｅ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
（
セ
ビ
ッ
ト
）
２
０
１

７
」
が
24
日
に
閉
幕
し
た
。

　
今
回
は
日
本
が
パ
ー
ト
ナ

ー
カ
ン
ト
リ
ー
と
な
り
、
日

本
パ
ビ
リ
オ
ン
を
は
じ
め
日

本
企
業
が
多
数
出
展
。
さ
ら

に
安
倍
晋
三
首
相
が
会
場
を

訪
れ
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
と
一

緒
に
視
察
す
る
な
ど
、
特
別

な
展
示
会
と
な
っ
た
。

　
会
期
中
の
最
も
大
き
な
話

題
と
い
え
ば
、
第
４
次
産
業

革
命
に
お
け
る
日
本
と
ド
イ

ツ
の
共
同
声
明
「
ハ
ノ
ー
バ

ー
宣
言
」
の
締
結
。
昨
年
に

も
経
産
省
の
次
官
級
で
共
同

声
明
を
締
結
し
て
い
た
が
、

今
回
は
経
産
大
臣
、
総
務
大

臣
が
署
名
し
、
閣
僚
級
の
共

同
声
明
と
し
て
格
上
げ
し
、

よ
り
連
携
が
具
体
的
で
強
固

な
も
の
と
な
っ
た
。

　
協
力
内
容
と
し
て
新
た
に

９
分
野
が
具
体
化
。
①
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
の

国
際
標
準
化
、
②
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
４
・
０
の
横
断
的
モ

デ
ル
を
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
提
案
す
る

国
際
標
準
化
、
③
デ
ー
タ
自

由
流
通
原
則
の
推
進
な
ど
規

制
改
革
、
④
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
に

秀
で
た
中
小
企
業
の
支
援
、

⑤
研
究
開
発
、
⑥
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
、
⑦
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
、
⑧
自
動
運
転
や

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
な
ど
自
動
車

産
業
政
策
の
協
議
、
情
報
通

信
分
野
で
の
協
力
な
ど
を
進

め
て
い
く
と
い
う
。

　
日
立
製
作
所
が
ド
イ
ツ
の

フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
研
究
機

構
製
造
技
術
・
自
動
化
研
究

所
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
計
算
機
自
動
化
研
究

所
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、

　
Ｆ
Ａ
制
御
機
器
や
重
電
機
器
の
２
０
１
７
年
度
の
出
荷
は
16
年
度
に
続
い
て
堅
調
な
伸
び
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
国
内
で
は
人
手
不
足
に
対
応
し
た
生
産
効
率
向
上
投
資
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
投
資
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
取
り
組
み
が
進
む
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
に
絡
ん

だ
投
資
が
見
込
ま
れ
、
海
外
も
為
替
の
安
定
化
に
伴
う
輸
出
の
拡
大
に
加
え
、
中
国
市
場
の
回
復
、
北
米

市
場
で
の
投
資
拡
大
な
ど
、
先
行
き
へ
の
期
待
感
が
後
押
し
て
い
る
。

を
検
出
す
る
技
術
や
、
最
新

の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
紹
介
し

た
。

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）の
17
年
度
出

荷
見
通
し
は
前
年
度
比
１
０

２
・
０
％
の
６
６
３
０
億
円

で
、
過
去
最
高
で
あ
っ
た
14

年
度
の
６
７
３
２
億
円
に
１

０
０
億
円
差
ま
で
近
づ
く
。

内
訳
は
国
内
が
３
９
５
０
億

円（
１
０
２
・
２
％
）、輸
出
２

７
８
０
億
円
（
１
０
１
・
８

％
）。国
内
は
上
期
を
１
０
３

・
９
％
と
高
め
の
見
通
し
で
、

昨
年
秋
以
降
の
回
復
傾
向
が

し
ば
ら
く
続
く
と
予
測
。
設

備
の
更
新
需
要
を
中
心
に
増

加
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

　
私
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｃ
入
社
以
来
２
３

年
、
Ｒ
＆
Ｄ
（
研
究
・
開
発
）
お
よ

び
Ｅ
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
部
門

の
現
場
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
業

界
で
さ
ま
ざ
ま
な
Ｒ
＆
Ｄ
の
現
場
を

み
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
心
か
ら
尊

敬
で
き
る
経
営
者
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

良
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ

て
い
る
人
の
姿
勢
や
行
動
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
会

社
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
い
う
職
業
の
特
権
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
良
き
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、
良
く
な
い

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
目
に
し
て
き
ま
し

た
。
現
場
の
活
力
が
感
じ
ら
れ
な
い

（
元
気
が
な
い
）
、
一
人
ひ
と
り
が

成
長
し
て
い
る
実
感
が
湧
か
な
い
よ

う
な
職
場
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
職

場
を
預
か
っ
て
い
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

言
動
に
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
も
、

た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
は
経
営

商
品
で
も
設
備
で
も
な
く
、
Ｒ
＆
Ｄ

業
務
を
担
う
人
・
組
織
で
す
。
ド
ラ

ッ
カ
ー
が
説
く
よ
う
に
「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
人
を
通
じ
て
成
果
を
上
げ
る

こ
と
」
で
す
の
で
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

は
人
・
組
織
に
つ
い
て
の
洞
察
力
や

働
き
か
け
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ｒ
＆
Ｄ
部
門
で
長
く

技
術
や
製
品
を
相
手
に
し
て
き
た
研

究
者
・
技
術
者
の
道
を
歩
い
て
き
た

人
の
中
に
は
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
昇
進

し
た
後
も
人
・
組
織
が
仕
事
の
対
象

だ
と
思
っ
て
い
な
い
人
が
少
な
か
ら

ず
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
や
る
気
の
な
い
奴
が
多
く
て
困
る

ん
だ
よ
ね
」
な
ど
と
、
自
分
の
預
か

っ
て
い
る
人
・
組
織
の
問
題
を
他
人

事
（
ひ
と
ご
と
）
み
た
い
に
言
う
人

も
い
た
り
し
ま
す
。
「
う
ち
の
組
織

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
悪
く
て

ね
？
」
と
嘆
い
て
い
る
人
は
、
ど
こ

か
心
の
中
で
は
「
あ
？
あ
、
メ
ン
バ

ー
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
な
。
こ
ち
ら

か
ら
何
も
言
わ
な
く
て
も
相
談
ぐ
ら

い
し
て
き
て
よ
」
と
思
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
自
分
を
不
遇
な

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
感
じ
て
い
る
、
貧
乏

く
じ
を
引
か
さ
れ
た
役
回
り
だ
と
思

っ
て
い
る
、
あ
る
種
の
被
害
者
意
識

を
も
っ
て
い
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
い
ま

塚松　一也（つかまつ　
かずや）R&D組織革新
センター　チーフ・コン
サルタント
　R&Dの現場で研究者
・技術者集団を対象に、
ナレッジマネジメントや
プロジェクトマネジメン
トなどの改善を支援。変
えることに本気なクライ
アントのセコンドとし
て、魅力的なありたい姿
を真摯に構想し、現場の
組織能力を信じて働きか
け、じっくりと変革を促
すコンサルティングスタ
イルがモットー。ていね
いな説明、わかりやすい
資料づくりをこころがけ
ている。

Ｒ
＆
Ｄ
組
織
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
姿
勢
が「
現
場
の
実
態
」に
あ
ら
わ
れ
る

者
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ア
ド
バ
イ
ス
・

提
言
・
進
言
す
る
こ
と
で
す
。
時
に

は
〝
苦
言
〞
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、

（
良
く
も
悪
く
も
）
テ
ン
ポ
ラ
リ
な

存
在
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
ク
ビ
を

怖
れ
る
こ
と
な
く
（
自
ら
の
保
身
を

第
一
に
考
え
る
こ
と
な
く
）
、
相
手

の
こ
と
を
思
っ
て
、
時
に
〝
耳
障
り

の
悪
い
こ
と
〞
も
言
う
べ
き
役
割
、

言
い
や
す
い
立
ち
位
置
に
い
る
わ
け

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
状
況
や

相
手
の
特
性
な
ど
を
考
慮
し
、
常
に

固
有
解
（
個
々
別
々
な
も
の
）
な
の

で
す
が
、
そ
の
中
に
普
遍
性
の
高
い

こ
と
や
共
通
的
な
こ
と
が
か
な
り
多

く
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
そ
の
よ

う
な
〝
共
通
的
な
こ
と
〞
に
つ
い

て
、
思
う
と
こ
ろ
を
書
い
て
み
ま

す
。Ｒ

＆
Ｄ
戦
略
、
Ｒ
＆
Ｄ
プ
ロ

セ
ス
だ
け
で
な
く
、
Ｒ
＆
Ｄ

組
織
能
力
も
考
え
る
べ
き

　
Ｒ
＆
Ｄ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
、

ど
の
よ
う
な
Ｒ
＆
Ｄ
テ
ー
マ
を
行
う

の
か
と
い
う
『
技
術
戦
略
、
開
発
戦

略
』
の
分
野
、
ど
の
よ
う
に
Ｒ
＆
Ｄ

テ
ー
マ
の
推
進
を
す
る
の
か
と
い
う

『
プ
ロ
セ
ス
・
研
究
方
法
論
』
の
分

野
、
そ
し
て
Ｒ
＆
Ｄ
の
実
務
を
行
う

人
・
組
織
の
能
力
や
意
欲
を
い
か
に

高
め
る
の
か
と
い
う
『
組
織
能
力
』

の
分
野
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
め
は
技

術
戦
略
論
で
、
２
つ
め
の
プ
ロ
セ
ス

は
研
究
の
方
法
論
で
す
。
こ
の
２
つ

は
過
去
か
ら
比
較
的
よ
く
議
論
さ
れ

て
い
る
分
野
で
す
。
３
つ
め
の
「
組

織
能
力
」
に
つ
い
て
は
、
最
近
注
目

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
組
織
能
力
は
、
一
橋
大
学
の

楠
木
建
先
生
の
『
ス
ト
ー
リ
ー
と
し

て
の
競
争
戦
略
』
（
東
洋
経
済
新
聞

社
）
と
い
う
本
の
中
で
、
お
お
よ
そ

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
競
争
相
手
に
対
し
て
違
い
を
出
す

に
は
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
Ｓ
Ｐ
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｇ
ｉ
ｃ 

Ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
）
つ
ま

り
良
い
戦
略
を
考
え
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
も
う
１
つ
は
Ｏ
Ｃ
（
Ｏ
ｒ
ｇ

ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ 

Ｃ
ａ

ｐ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）
つ
ま
り
組
織

能
力
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
戦

略
の
巧
拙
は
た
し
か
に
重
要
で
す

が
、
実
行
部
隊
で
あ
る
現
場
組
織
の

能
力
の
違
い
に
よ
っ
て
、
立
案
し
た

戦
略
を
実
行
で
き
る
か
否
か
も
決
ま

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
も
そ
も

ど
れ
く
ら
い
難
し
い
戦
略
ま
で
実
行

で
き
る
の
か
、
そ
の
幅
も
違
っ
て
く

る
と
言
え
ま
す
。

　
遠
藤
功
さ
ん
の
『
現
場
論
』
（
東

洋
経
済
新
聞
社
）
の
中
で
も
こ
の
Ｏ

Ｃ
（
組
織
能
力
）
の
重
要
性
が
語
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
コ
ラ
ム
で
は
、
こ

の
組
織
能
力
を
高
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
、
Ｒ
＆
Ｄ
現
場
で
ど
の

よ
う
に
考
え
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す

る
べ
き
か
を
論
じ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

現
場
の
実
態
は
自
分
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
映
し
出
す
鏡
だ

と
思
う
べ
き

　
あ
ら
た
め
て
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
原
点
的
に
考
え
て
み
ま

す
。
Ｒ
＆
Ｄ
部
門
（
に
限
り
ま
せ
ん

が
）
の
組
織
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
る

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
主
業
務
に
す

る
）
と
い
う
こ
と
は
、
仕
事
の
対
象

が
〝
人
〞
と
〝
組
織
〞
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
担
当
者
は
研
究
テ
ー

マ
の
遂
行
が
仕
事
で
す
が
、
マ
ネ
ジ

ャ
ー
は
仕
事
の
対
象
は
、
技
術
で
も

す
。
そ
う
思
い
た
く
な
る
気
持
ち
も

わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
で
す
が
、
マ

ネ
ジ
ャ
ー
た
る
も
の
、
人
・
組
織
か

ら
逃
げ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
Ｒ
＆
Ｄ
現
場
の

一
人
ひ
と
り
に
働
き
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。
し
か
も
そ
の
声

掛
け
は
い
わ
ゆ
る
〝
作
業
指
示
〞
で

は
な
く
、
仕
事
（
研
究
開
発
の
実

務
、
つ
ま
り
考
え
た
り
議
論
し
た
り

実
験
し
た
り
と
い
う
思
考
業
務
）
に

つ
い
て
対
話
・
議
論
を
す
る
こ
と
で

す
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
現
場
メ
ン
バ
ー

と
の
接
し
方
、
議
論
・
対
話
の
内
容

と
そ
の
頻
度
が
、
今
の
現
場
の
実
態

を
形
成
し
て
い
る
大
き
な
要
因
な
の

で
す
。
「
い
つ
も
無
理
な
仕
事
を
押

し
付
け
ら
れ
て
、
で
き
な
か
っ
た

ら
、
叱
責
さ
れ
る
」
な
ど
と
現
場
が

感
じ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
う

い
う
接
し
方
を
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
「
仕
事
を
通
じ
て
自
己
成

長
を
実
感
し
て
い
る
」
と
自
信
を
高

め
て
い
る
現
場
は
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

適
切
に
激
励
を
し
て
き
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
現
場
の
実
態
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
姿
勢
や
行
動
を
映
し
出
す

鏡
だ
と
思
う
べ
き
で
す
。
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
任
を
担
う
人
は
、
ま
ず
こ
の
こ

と
を
強
く
認
識
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

研
究
開
発
現
場

のの

忘
れ
が
ち
な
正
論
を
語
っ
て
み
る

忘
れ
が
ち
な
正
論
を
語
っ
て
み
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

羅
針
盤
1

17
年
度
も
堅
調
な
伸
び

国
内
外
の
活
発
な
投
資
継
続

ＦＡ・重電機器

日
独
の
連
携
を
強
化

ハ
ノ
ー
バ
ー
宣
言
に
署
名

第４次産業革命

配
電
機
器
事
業
を
分
離

安
川
電
機 

構
造
改
革
の
一環

工場向けソフト
ＳＩを子会社化
パナソニック

会場を視察する安倍首相とメルケル首相

る
こ
と
に
な
る
。 

日
機
電
装

は
６
月
１
日
付
で
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ

電
装
」
に
変
更
す
る
と
と
も

に
、
将
来
的
に
は
モ
ー
タ
事

業
の
開
発
、
生
産
を
日
機
電

装
に
統
合
す
る
。 

　
両
社
そ
れ
ぞ
れ
、
「
ア
ブ

ソ
デ
ッ
ク
ス
」
と
「
τ
（
タ

ウ
）
デ
ィ
ス
ク
」
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
で
、
産
業
機
械
用
ダ

イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
タ

を
製
造
販
売
し
て
い
る
。
し

か
し
Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
中
価
格
帯
、

日
機
電
装
が
高
価
格
帯
を
得

意
と
し
て
お
り
、
主
な
販
売

先
の
業
種
・
分
野
が
異
な
っ

て
い
る
。
事
業
統
合
で
、
両

社
が
持
つ
幅
広
い
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
の
製
品
を
両
社
の
販
売

網
を
活
用
し
て
販
売
す
る
こ

と
で
、
よ
り
幅
広
い
顧
客
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
と
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡

大
が
見
込
め
る
。

　
ま
た
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
融
合

に
よ
り
新
た
な
価
値
を
持
つ

製
品
開
発
を
加
速
さ
せ
た
事

業
の
拡
大
、
ト
ー
タ
ル
Ｆ
Ａ

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
ア

ピ
ー
ル
に
も
つ
な
が
る
。

　
日
機
電
装
は
１
９
６
７
年

３
月
設
立
で
、
従
業
員
数
２

０
０
人
。
売
上
高
は
約
36
億

円
。

日
機
電
装
を
買
収

モ
ー
タ
事
業
強
化

Ｃ
Ｋ
Ｄ


